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目的: 「変形を通じて破壊へ」の計算土質力学的実現

古典的な支持力問題に対し、

最新の弾塑性構成式（SYS Cam-clay model）を用いた

水～土連成有限変形解析により挑む。
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計算条件と主な結論

骨格構造が発達した軟弱粘土地盤

土の弾塑性構成式: SYS Cam-clay model
土の骨格構造(構造，過圧密，異方性)の働きに着目し，
粘土～中間土～砂を同一理論体系で記述

主な結論主な結論

①構造が高位な地盤では荷重軟化を示し、
明瞭な局所化領域（「滑り線」）が現れる。

②異方性発達地盤では、その影響が破壊
領域の狭小化を伴って顕著に現れる。

③地盤が初期不整を有する場合には、
非対称変形が生じやすい。（次頁右図。）

④水～土連成の枠組みでは、載荷速度を
変えるだけで支持力問題における
部分排水効果が自ずと得られる。

⑤構造が高位な地盤では、間隙水の移動
が生じるある載荷速度で、滑り線上に
排水軟化域（“compaction band”）と
吸水軟化域（“swelling band”）が混在する。

なお，初期不整を有する計算では，
載荷直前に基礎左端から左に１m離れた地点に，

極微小な節点荷重を与えた。
次頁の動画をご覧下さい。
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「変形を通じて破壊へ」遷移する様子 （せん断ひずみ分布）

ボタンを押すと、急速載荷（1.0×10-3cm/sec）の場合の動画が見られます。他の速度は論文を参照下さい。

（注）基礎に摩擦がない場合の挙動をご覧になりたい場合は、著者までメールをお送り下さい。

荷重がピーク（「破壊」）を迎えた後、
左右対称の明瞭な滑り線が発生

荷重がピークを迎えた後、
左右非対称な滑り線が発生






